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プログラム

日本コミュニティ放送協会（JCBA）近畿地区協議会 会長　井関　悟

１３：００　開　会
　　　　　　　総合司会　　沢 くみこ（エフエムいたみ・パーソナリティ）

　　　　　　　主管局代表あいさつ　　伊丹コミュニティ放送（株）　代表取締役社長　小西 新太郎　
　　　　　　　ご来賓代表あいさつ　　総務省近畿総合通信局　放送部 放送課長　片桐 眞治 様

１３：１０　【第１部　東日本大震災・被災局報告】　テーマ：あのとき、CFM局はこう動いた

　　　　　　　① 奥州エフエム（岩手県奥州市）取締役放送局長　佐藤 孝之 氏
　　　　　　　② FMあおぞら（宮城県亘理町／臨時災害放送局）放送担当総合チーフ　吉田  圭 氏

１３：５５　【第２部　パネルディスカッション】　テーマ：災害時における市民の行動とコミュニティ放送の役割

　　　　　　　パネリスト　藤原 保幸 氏（伊丹市長）
　　　　　　　　　　　　　佐藤 孝之 氏（奥州エフエム）
　　　　　　　　　　　　　吉田　 圭 氏（FMあおぞら）
　　　　　　　　　　　　　原　 拓生 氏（田辺観光協会副会長）
　　　　　　　　　　　　　井関 　悟（JCBA近畿地区協議会 会長・FMいかる）
　　　　　　　進行役　　　中川 直子（JCBA近畿地区協議会 災害対策委員・ならどっとFM）

１５：００　閉　会

＊会場内でのBGMは東日本大震災 復興応援プロジェクト「SING ALL JAPAN 」／仙台市立八軒中学校吹奏楽・合唱部の
　みなさんによる「あすという日が」（CD）を使用しております。

　晩秋の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。
さて、あの3月11日に発生した未曾有の大震災から8ヶ月が経過しましたが、未だに被災地ではその傷跡が
消えることなく、復興作業が続いております。
　震災後、日本コミュニティ放送協会（JCBA）は被災地の放送局支援等を行ってまいりましたが、近畿地区
連絡協議会におきましても、あの震災でコミュニティ放送局がどのように動き、市民にどのような情報を伝え
たのか、包括的に理解する機会が必要ではないかと考え、このたび「ラジオと防災シンポジウム」を開催する
ことになりました。
　第1部では、震災時に既存コミュニティ放送局はどのように動いたのか、また臨時災害放送局がどのように
立ち上がり、何を伝えたのかを被災地の2つの放送局の方にご報告していただきます。第2部では、災害時に
おける行政と放送局の関係、また市民は災害時、ラジオに何を求めているのか、そして、各局間の連携の在り
方などを議論します。
　本シンポジウムは、被災地での貴重な経験や教訓を知るまたとない機会であり、JCBAの活動についてもご
理解を頂く機会になれば幸いです。

パネリスト紹介　（＊順不同、敬称略）

藤原 保幸（ふじわら やすゆき）　伊丹市長
　昭和29年伊丹市生まれ。
　昭和52年　東京大学卒業。同年、建設省入省（住宅局・建設局・大臣官房などを歴任）
　平成６年　兵庫県住宅建設課長
　平成７年　阪神淡路大震災後の復旧復興住宅の建設に奔走。
　平成14年　伊丹市助役
　平成17年　伊丹市長に就任
　今般の東日本大震災で被災した名取市・岩沼市・花巻市などを訪問。市として各分野での支援を継続中。

　
佐藤 孝之 （さとう たかゆき）　奥州エフエム 取締役放送局長
　昭和31年生まれ　岩手県奥州市出身。
　昭和53年4月　岩手県江刺市役所　財政課、企画調整
　平成18年4月　岩手県奥州市役所　ロケ対策室
　平成19年4月　奥州エフエム放送株式会社　総務部長
　平成21年4月　奥州エフエム放送株式会社　取締役放送局長

　
吉田　圭 （よしだ けい）　FMあおぞら（臨時災害放送局）放送担当総合チーフ
　昭和35年秋田生まれ。宮城教育大学へ入学を機に宮城県へ移り住む。
　東北大学大学院で中国文学を専攻。
　専業主婦の傍らで小学校などで読み聞かせのボランティア活動に従事。
　東日本大震災では伝達される情報不足を痛感し、情報がこないなら情報を発信する側になろうとスタッフを
　集めて臨時災害放送局「FMあおぞら」を立ち上げる。

　
原　拓生 （はら たくお）　田辺観光協会副会長・農園経営
　昭和43年生まれ。平成５年、文教大学情報学部情報システム学科卒業。同年、就農。
　紀州原農園 代表
　株式会社きてら 代表取締役
　田辺観光協会副会長
　田辺・弁慶映画祭副実行委員長
　和歌山県農業法人協会副会長　他

　

井関　悟 （いせき さとる）　JCBA近畿地区協議会 会長（FMいかる）
　昭和36年京都府綾部市生まれ。
　平成12年　故郷へUターン、株式会社エフエムあやべ（FMいかる）入社。制作全般を担当。
　平成21年　株式会社エフエムあやべ　代表取締役社長
　平成23年　JCBA近畿地区協議会会長　一般社団法人日本コミュニティ放送協会　理事
　地元ボランティアグループが震災チャリティライブの収益金で購入したぬいぐるみ50個を被災地の子どもに
　届けるため亘理町を訪問。以降、局を挙げてFMあおぞらと番組提供を通じた交流を続けている。

　
中川  直子 （なかがわ なおこ）　JCBA近畿地区協議会 災害対策委員（ならどっとFM）
　山梨県甲府市生まれ。奈良県大和郡山市在住。
　『ＫＯＸラジオ』（東京・有線ラジオ局）DJを経て、司会・ナレーター・セミナー講師・語り部インストラクター
　などをしながら、ならどっとＦＭ開局1年目からボランティアスタッフとして番組担当。
　現在、（株）奈良シティエフエムコミュニケーションズ　アナウンサー・取締役局長 
　今年5月、奈良市災害支援ボランティアとして宮城県気仙沼で活動。6月、宮城県亘理町、名取市、南三陸町
　の臨時災害放送局を訪ね、メッセージやCDなどを届ける。


